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研究成果の概要（和文）：本研究では，研究代表者が過去に開発した感情解析システムを融合し話者の感情状態を読み
取り会話の場面に柔軟に順応する言語モデルを構築した．また大規模自然言語コーパスに適応し会話内の感情の働きを
明らかにすることに貢献した．また，構築モデルを対話エージェントへ導入し，ネット上のいじめの対策という実世界
問題へ応用した．話者における怒り，落ち込み等に着目し，いじめの行動を発見することが可能となったため，今後そ
の技術の応用によってネットいじめ被害者数の減少に貢献したい．

研究成果の概要（英文）：Research on emotion analysis in language is still in its early stage. In this 
research, by fusing various technologies developed previously, such as affect analysis systems or 
contextual appropriateness of emotion verification method, I focused on building a language model which 
would allow flexible adaptation of conversation to the emotional state of the speaker. In the research I 
applied a large-scale natural language corpus that was previously developed to contribute to revealing 
the structure and functions of emotions in conversation. I have also implemented the language model to an 
agent and created a basic technology to apply it to real-world tasks. In particular I preliminary applied 
it to the detection of cyberbullying on the Internet. In the future I will further pursue the topic of 
cyberbullying detection, which in result will help in cyberbullying prevention, and contribute to the 
reduction of the number of cyberbullying victims.

研究分野：知能情報学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

 

A. 本研究に関連する国内・国外の研究動向

及び位置づけ 

 研究代表者は「自然言語処理」分野にお

ける研究を行っている．自然言語処理とは,

自然言語（日本語,英語など）をコンピュー

タによって処理させる，人工知能と言語学

を融合させた技術のことである．その応用

としては，言語モデル構築，機械翻訳，対

話エージェント（会話ができるロボット）

の開発などが挙げられるが，本研究にて注

目してきたのは，人間が会話中感情的にな

った場合，それに伴う感情の言語表現をコ

ンピュータに理解させる技術（感情解析技

術）の開発である．また，この技術を利用

することによって，話者（ユーザ）の感情

状態の推定が可能となり，更なる実世界問

題への応用につながる． 

 人工知能における感情(喜怒哀楽など)の研究

(Affective Computing,感情処理)は,およそ 15

年ほど前より行われている.その中には,顔の表

情や音声変動からの感情認知の試みは複数報

告されているものの,言語における感情表現の

研究はまだ初期段階にとどまっている.人間に

おける感情のコミュニケーションの大部分は

言語以外の媒体で伝達されるという考えが一

般的だが,言語の感情表現こそが,社会的結合を

表すという指摘もある.例えば,天気のいい日に

友達と散歩に出かけた人は｢今日はなんて気持

ちいい日なんでしょう｣と感動を表すことで相

手の注意を引き会話を始める．感情文では,話者

の感情状態が表出されるのみならず,会話の流

れも整理される .これは ,言語の交話的機能

(Phatic function)が果たされるという言語内現

象によるものである.なお,会話の仕組みの完全

理解に近づくには,感情を考慮し柔軟に場面

に順応する言語モデルが必要である． 

 

 

 B. 研究者のこれまでの研究成果を踏まえ

着想に至った経緯 

 研究者は日本語における感情表現の研究をお

よそ 10 年間続けている. 初期の研究では,小規模

なテキストデータを手作業で分析していたが, 

大規模データを用いた検証する必要があった.そ

こで, 上記の日本語の感情表現の働きを自然言語

処理の分析方法を用いて確認するために必要な

ツールを開発し, 大規模な実験環境を構築した. 

まずは文章内の感情認知･解析システムML-Ask

を構成した. ML-Askは大規模なテキストデータ

に感情タグ付けを行う. 現代日本語を豊富に含

む大規模テキストデータとしてはインターネッ

トが考えられるが，インターネット上の言語リソ

ース（ブログ，チャットルーム，掲示板など）に

は顔文字など,一般の辞書になく処理しにくい表

現がよく使われている.そこで,顔文字解析システ

ム CAO を構築した.CAO は,インターネットから

自動収集した 1 万の顔文字を統計的手法を用い

て 300 万以上の顔文字の組み合わせに拡大し,ほ

ぼ全ての顔文字を自動処理できる.これらのツー

ルを利用しインターネット上で感情表現や感情

文の働きに関する研究をさらに進めた. 

 これらの研究により，会話中の話者の感情

状態を分析することで聞き手や会話対象に

対する話者の気持ちの計算が可能であるこ

とを明らかにした．さらに，心理学の

Affect-as-Information(感情情報)論を用いて

対話エージェントの自動評価手法を提案し

た．また，WEB マイニング手法を用いて，

話者の感情状態が会話の場面(文脈)に合致し

ているかどうかを計算する手法を提案した．

これらのシステムおよび手法はすでに完成

しているため,他の研究への応用性も高い. 

 研究者のさらなる研究では，それらをイン

ターネットより自動収集した大量のテキス

トブログコーパスも感情情報（感情極性，感

情種類など）のタグ付けを行った．このコー

パスは 3 億 5 千万文，56 億語を含み，現在

ある，日本語における最大規模のブログコー



パスである． 

 そして，研究者のこれまでのシステム，手

法，言語リソースを組み合わせることで，感

情を考慮し柔軟に場面に順応する言語モデ

ルを構築できるという着想に至った． 

 

２．研究の目的 

 

 以上の背景を踏まえ，本研究では以下の課

題を明らかにすることを目的とした． 

これまでの研究では，本研究で利用してい

る現代日本語の感情表現辞典には，現在使用

されていない表現もあれば，インターネット

で頻繁に使われているものの，本辞典に含ま

れていない表現もあることに気付いた．研究

者が開発した感情解析システム及び SPEC 文

パターン抽出システムを利用し，会話中の感

情文パターンのデータベースを自動構築し，

新しい感情の表現を抽出し感情表現辞典の拡

大化に貢献したい．また，拡大化した辞書を

研究に応用し，感情解析システムの性能が向

上することが見込まれる． 

上述の多種タグ付きの大規模のブログコ

ーパスの統計的処理によって，どの会話スト

ラテジー（文パターン，形態素，係り受け関

係のパターンなど）がどの感情と共起してい

るかの解明に近づくことを目的とする．また，

その原因および表出した感情が場面（文脈）

に適しているかという要点を考慮した言語

モデルを構築した. 

以前の研究では,ユーザがネガティヴな感

情状態(落込んでいるときなど)にある場合，

励ましの言葉及び軽い冗談を送ることで感

情状態がポジティヴになる傾向があること

を証明した.上述の言語モデルを対話エージ

ェントへ応用することによって,冗談のみな

らず,場面に合った適宜反応(気の利いた応答)

ができるエージェントの開発が期待される.

以 前 の 研 究 に よ る と Emotional 

Intelligence(感情的知性)を考慮した会話は

話者の感情状態へ好影響を及ぼすという.本

研究では,コンピュータを用いた心理学実験

を行い,会話における感情の働きを明らかに

するのに大幅近づいたと思われる． 

さらに,エージェントを実験台として,実世界

問題へ応用した.そのエージェントの他の研究

への応用性は高いが本研究では,主に文部科学

省が挙げている現代社会問題の一つであるネ

ット上のいじめ(インターネット上での特定の

個人に対する誹誘中傷など)の対策研究への応

用を考えた.その対策として教育委員会等が人

手で掲示板などを監視しているが，その負担は

大きい.そこで支援するための一つの対策とし

ては,掲示板などでユーザの感情状態をオンラ

インで監視し,異常(急な怒り,興奮,落ち込み,憂

うつの傾向,自殺意志表現など)の場合管理者へ

報告するシステムとして現実させるためには

基盤技術を開発し，今後の研究に応用する予定

である. 

 

３．研究の方法 

 

研究計画では，感情を考慮した言語モデ

ルを構築するために，まず現在の感情表現

辞典の更新・拡張をしなければならなかっ

た．またそれを基にブログコーパスの感情

タグを更新・フィルタリングを行い，コー

パスから有効な文パターンを抽出しなけれ

ばならなかった．  

日本語の感情表現辞典には，現在使用さ

れていない表現もあれば，インターネット

で頻繁に使われているものの本辞典に含ま

れていない表現もある．使われていない表

現のフィルタリングを行うためには，共起

頻度計算手法を用いて各表現がコーパス内

に使われるか確認した．また，新しい表現

を抽出するためには，感情表現を含むサン

プル文から以前開発したSPEC文パターン

抽出システムを用いて，感情文パターンを

抽出した．さらにすべての文内には同じパ



ターンに囲まれた表現を新規感情表現と考

える．拡張した辞書を研究に応用し，感情

解析システムの再評価を行った．性能向上

を確認した感情解析システムを用いて，コ

ーパスの感情タグを更新・フィルタリング

を行った． 

タグを更新した大規模ブログコーパスよ

り，ブログ記事とコメントの関係を維持し

たまま，SPEC を用いて会話文パターンを

抽出した．その抽出結果から，文法情報パタ

ーンと感情情報パターンを個別に抽出した．

また，抽出したパターンの評価を行った．ブ

ログ記事とコメント，またコメント同士に現

れる文パターンのクロスリファレンス手法

を用いて分析及び評価を行った．こうして得

られた有効なパターンを一つの会話ストラ

テジーと考えた．会話ストラテジーの収集

からなる言語モデルを評価し，ネット上の

いじめ対策研究に応用した． 

一つの会話の流れにおいてまとまってい

る会話ストラテジーを１つのコンテキス

ト・ユニット（CU）と考えた．また，言

語モデルは CU の収集から成立される．本

言語モデルでは，統計的処理によって，ど

の会話ストラテジー（文パターン，形態素，

係り受け関係のパターンなど）がどの感情

ストラテジー（感情表現，感情種類，感情

極性など）と共起しているかが分かった．

また，どのストラテジーはどの感情を起こ

すかは連鎖的処理手法を用いて計算した．

さらに，感情の原因及び表出した感情が文

脈に適しているかを確認した． 

上述の言語モデルをエージェントへ応用

することによって,場面に合った適宜反応

ができるエージェントの開発が期待される．

このエージェントを用いた心理学実験を行

い,会話における感情の働きをさらなる研

究が可能になる．例えば，話者がどの感情

をこめて発話をしたら聞き手にどの感情が

起きるかを確認することができる．本研究

では，開発したエージェントをネット上の

いじめの対策研究へ応用するのに基盤的研

究を行った.掲示板などでユーザの感情状

態をオンラインで監視し,異常(急な怒り,興

奮,落ち込み,うつ病の傾向,自殺意志表現な

ど)が起きた場合管理者へ報告する形で実

現させられる．そのため以前の研究で収集

した実際のネットいじめの書き込みが含ま

れる掲示板の記録を利用する予定である． 

 

４．研究成果 

 

本研究によって，Affective Computing

研究及び人工知能の研究への貢献した．言

語学の面では，本研究で行ったコーパスの

統計的分析によって日本語における感情

表現と会話ストラテジーのかかわりを研

究すれば，感情表現の語用論的機能の研究

にさらなる貢献がきたされる．本研究では

感情表現の働きを科学的に解析し，その有

用性と意義を明確化することに貢献した．

日本語の感情表現辞典の更新［主な発表論

文などの論文番号－図書 1］及び拡張におい

ても貢献できた． 

具体的には，感情表現コーパスのその他の

研究についてサーベイを行い［雑誌 1］現状を

確定し，SPEC 文パターン抽出システムを利

用し，文中の感情文パターンのデータベース

を自動構築し，新しい感情の表現を抽出し感

情表現辞典の拡大化を行った［学会発表3,4,8］．

また，拡大化した辞書を研究に応用し，感情

解析システムの性能が向上の可能性を確認で

きた．また，SPEC の開発を進め文パターン

をベースにした言語モデリング手法［学会発

表 5］を提案することでどの文パターン，形

態素などがどの感情と共起しているかを明

らかにするのに近づいた．また，その原因お

よび表出した感情が文脈に適しているかと

いう要点を考慮した言語モデルを構築した

［学会発表 6］．言語処理研究のための具体



的な貢献としては，本研究で構築した感情

に基づいた言語モデルが感情処理の研究の

他，現在盛んとなっている評判解析，感情

極性解析などに広く活用できると考えられ

る．また，本研究で開発したシステム，言

語リソースなどを公開することで，言語処

理一般の研究にも広く応用できる． 

本研究で得られた成果の他には，まず，

言語分析及び文章分類の研究をより効率よ

く行うために，実験・文章分類を自動的に

行う環境を構築した［学会発表 1］．また，

それを用いて会話の記録を分析し，会話ス

トラテジーについて考察を行った［学会発

表 2］．そこで，性別（男性同士・女性同士），

社会層（学生・社会人），親しさ（初対面・

友達同士）などという要素に着目して，言

語学的な面（対話の長さ，用いられる言葉），

語用論的な面（あいづちの使用頻度，トピ

ックモデリングなど）から分析・考察を行

った．また，文中からイベントの流れにお

ける傾向（トレンド）に関して考察を行い

［学会発表 7］，開発した手法はそのトレン

ドを明らかにする可能性があることを確認

でき，今後幅広く他の研究に貢献が見込ま

れる． 

構築したシステムは論文，報告書，WWW

などを通じて広く公開し，実装技術は，他

の研究者に提供することが可能になって

いる．また，研究開発中の成果物は，クラ

ウド環境を含めた定期的なバックアップ

を行い，災害特における研究成果保護の工

夫を行った．本研究で利用した手法は，統

計的手法が多いため，その普遍性を対照的

に確認したため，日本語以外の言語へ応用

することも考えられる．言語内感情の働き

を解明することによって効果的なコミュ

ニケーション方法の研究への応用も期待

できる．感情的な文章は覚えやすいと指摘

されているため，本研究をさらに日本語学

習者の教育へも活用し,他の国と日本との

異文化間の良好な関係の樹立, 維持へ貢

献することも考えられる. 
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